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令和６年における交通事故
の発生状況について

（注）・ 本資料は、令和７年１月30日までに入手したデータにより作成したものである。
・ 数値は、単位未満で四捨五入してあるため、合計等が内訳の数値と一致しない場合がある。

令 和 ７ 年 ２ 月 2 7 日
警 察 庁 交 通 局
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死者数（人） 重傷者数（千人） 負傷者数（万人）

昭和45年死者数
1万6,765人

平成４年死者数
1万1,452人

令和６年死者数

2,663人

令和６年重傷者数
27,285人

平成16年負傷者数
118万3,617人

昭和42年重傷者数
11万103人

１ 交通事故発生状況の推移（死者数・重傷者数・負傷者数）

●令和６年中の死者数は2,663人で、前年比15人、0.6％減
●令和６年中の重傷者数は27,285人で、前年比351人、1.3％減

令和６年負傷者数
344,395人

死
者
数

負
傷
者
数
・
重
傷
者
数

（注） ・ 昭和46年以前は、沖縄県を含まない。
・ 昭和34年以前は軽微な被害（８日未満の負傷）事故は含まない。 2
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１－２ 交通事故発生状況の推移（65歳以上の死者数・状態別死者数）

死者数の推移（人）

● 65歳以上の死者数は1,513人で、前年比47人、3.2％増
● 状態別では、「自動車乗車中」が増加、「歩行中」、「二輪車乗車中」及び「自転車乗用中」は減少

（注） 人口は、総務省統計資料「人口推計」（各年10月１日現在人口（補間補正を行っていないもの。ただし、国勢調査実施年は国勢調査人口
（不詳補完値）による。））による。
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特定小型原動機付自転車乗車中

（人）
状態別死者数の推移

（注） （ ）内は全死者数に占める構成率であり、少数点以下第２位を四捨五入している。

65歳以上の構成率 53.3% 54.6% 54.8% 54.7% 55.7% 55.4% 56.2% 57.7% 56.4% 54.7% 56.8%
高齢者の人口（千人） 32,999 33,866 34,590 35,151 35,580 35,884 36,027 36,213 36,236 36,224 ー

全人口に占める高齢者の割合 26.0% 26.6% 27.3% 27.7% 28.1% 28.4% 28.6% 28.9% 29.0% 29.1% ー
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〈参考〉都道府県別人口10万人当たりの死者数（令和６年）と高齢化率等
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（注） ・ 「高齢化率」とは、人口に占める65歳以上の人口の構成率をいう。
・ 「人口」、 「65歳以上の人口」は、総務省統計資料「人口推計」（令和５年10月１日現在人口）による。
・ （ ）内は、各都道府県の死者数（令和６年）に占める65歳以上の構成率であり、赤色は全国平均（56.8％）よりも高いものを示す。

● 高齢化率が高い地域は、人口10万人当たりの死者数が多い傾向
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〈参考〉諸外国の30日以内死者数

●日本の死者数は２年連続で増加 ●アメリカの死者数は2020年から大きく増加したのち減少
●イギリスの死者数は2020年に大きく減少したのち増加 ●韓国の死者数は年々減少
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（注）・ 国際道路交通事故データベース（ＩＲＴＡＤ）資料（令和７年１月28日時点）による。
・ 死者数は30日以内死者数である。
・ 人口10万人当たりの死者数の算出に用いた人口は、日本については総務省統計資料「人口推計」（各年10月１日現在人口（補間補正を行っていないもの。ただし、国勢調査実施年は国勢調査人口による。））
 によるものであり、日本以外については国際道路交通事故データベース（ＩＲＴＡＤ）資料によるもの（アメリカの人口は2022年までが登録）である。

〈人口10万人当たりの死者数〉
2014年 2015年 2016年 2017年 2018年 2019年 2020年 2021年 2022年 2023年

日本 3.81 3.84 3.70 3.50 3.29 3.11 2.71 2.55 2.57 2.62
アメリカ 10.29 11.07 11.70 11.53 11.27 11.07 11.77 13.02 12.76 -
イギリス 2.87 2.77 2.84 2.81 2.77 2.71 2.27 2.40 2.61 2.48
韓国 9.38 9.06 8.38 8.15 7.33 6.48 5.95 5.64 5.30 4.93
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免許保有者10万人当たり75歳以上高齢運転者による死亡事故件数

免許保有者10万人当たり75歳未満運転者による死亡事故件数

75歳以上高齢運転者（一般原付以上運転）による死亡事故件数の推移

２ 自動車～高齢運転者

（件）

●75歳以上高齢運転者による死亡事故は、近年増加傾向（免許保有者当たりでは75歳未満の約2.0倍）
●「車両単独」事故の構成率は75歳未満の約2.5倍

（注）・ 第１当事者が一般原付以上（令和５年は特定小型原動機付自転車を含む。）の件数である。
・ 運転者の年齢が16歳以上の事故について集計した。
・ 算出に用いた免許保有者数は、各年12月末の値である。

75歳以上高齢運転者（自動車運転）による事故類型別死亡事故件数
【令和６年】

合計1,628件 合計382件

〈 75歳未満 〉 〈 75歳以上 〉

「車両単独」の構成率は75歳未満の約2.5倍

（注） 第１当事者が自動車（乗用車、貨物車、特殊車）の件数である。

（件）
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３ 自動車～飲酒運転

〈参考〉飲酒有無別死亡事故率比較
【令和２年～６年合計】

（％）

約7.6倍

●飲酒運転による死亡事故が増加（前年比28件、25.0％増）
●飲酒運転の死亡事故率は飲酒なしの場合の約7.6倍

（件）
飲酒運転による死亡・重傷事故件数の推移

（注）  ・ 第１当事者が一般原付以上（令和５年は特定小型原動機付自転車を含む。）の件数である。以下同じ。
 ・ 「飲酒運転」とは、運転者の飲酒状況が酒酔い、酒気帯び、基準以下、検知不能のいずれかに該当するものをいう。以下同じ。

（注） 「死亡事故率」とは、交通事故のうち死亡事故の占める割合をいう。 
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４ 自動車～携帯電話等使用

携帯電話等使用による死亡・重傷事故件数の推移

（注）・第１当事者が自動車（乗用車、貨物車、特殊車）の件数である。以下同じ。
・携帯電話、スマートフォン等の使用が要因となって発生した事故を集計した。以下同じ。

（件） R元.12 改正道交法施行
（運転中の携帯電話等使用に係る罰則強化）

●携帯電話等使用による死亡・重傷事故は、近年増加傾向
●携帯電話等使用時の死亡事故率は不使用時の約3.7倍 ●年齢層別では、20歳代から30歳代が約５割

※（ ）内は死亡事故件数

〈参考〉携帯電話等使用有無別死亡事故率比較
【令和２年～６年】

約3.7倍

（％）

〈参考〉運転者年齢層別携帯電話等使用による死亡・
重傷事故件数【令和２年～６年合計】

20歳代～30歳代
257人（52.6％）

合計489件

（注） 自動車運転者（第1当事者）の年齢層により区分して集計した。（注） 「死亡事故率」とは、交通事故のうち死亡事故の占める割合をいう。
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５ 自動車～チャイルドシート

●チャイルドシート使用率は年齢とともに低下
●チャイルドシート不使用時の致死率は使用時の約3.5倍

〈参考〉自動車同乗中幼児のチャイルドシート使用有無別
     致死率比較【令和２年～６年合計】

（注）・ 「致死率」とは、死傷者のうち死者の占める割合をいう。
・ 「不使用」とは、シートベルトを使用していた者及びチャイルドシート・

シートベルトいずれも使用・着用していなかった者をいう。

（％）

自動車同乗中幼児・児童のチャイルドシート使用状況別死傷者数
【令和６年】

（注）「幼児」とは６歳未満の者、「児童」とは６歳以上12歳以下の者をいう。以下同じ。

約3.5倍
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1048 1048 987 958 882 803 729 710 691 677 650

411 438
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341
338
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1,324 1,311
1,223

1,141

970 913 924 948 937
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H26 H27 H28 H29 H30 R元 R２ R３ R４ R５ R６

65歳以上 65歳未満

横断歩道

横断中

165人
25.4%

横断歩道以外

横断中

312人
48.0%

横断中

477人
73.4%

背面通行中

42人
6.5%

路上横臥

33人
5.1%

対面通行中

21人
3.2%

路上作業中

15人
2.3%

人対車両

その他

45人
6.9%

列車

17人
2.6%

６ 歩行者

歩行中死者数の推移（第１・第２当事者）

（人）

● 65歳未満の死者数が増加し、昼夜別では「夜間」が増加
● 事故類型別では、65歳未満は65歳以上に比べて「路上横臥」の割合が高い

横断歩道横断中

50人
17.4%

横断歩道以

外横断中

74人
25.8%

横断中

124人
43.2%

路上横臥

67人
23.3%

背面通行中

21人
7.3%

路上作業中

17人
5.9%

対面通行中

8人
2.8%

人対車両

その他

39人
13.6%

列車

11人
3.8%

〈 65歳未満 〉 〈 65歳以上 〉

事故類型別歩行中死者数（第１・第２当事者）
【令和６年】

うち夜間が60人（89.6％）
夜間のうち飲酒ありが45人（75.0％）

うち夜間が219人（70.2％）
夜間のうち反射材ありが9人（4.1％）

合計287人 合計650人

うち夜間の事故が229人（79.8％）
前年比＋21人、＋10.1％

65歳以上の構成率 71.8% 70.5% 74.5% 73.1% 72.1% 70.4% 75.2% 77.8% 74.8% 71.4% 69.4%
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3,618 3,639 3,691 4,010

3,481 2,840
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2,437

1,647

0

2,000
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12,000
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0
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12.3

20.9

0.0
2.0
4.0
6.0
8.0

10.0
12.0
14.0
16.0
18.0
20.0
22.0

着用 非着用

13.5 

17.0 

0.0
2.0
4.0
6.0
8.0

10.0
12.0
14.0
16.0
18.0

R5.7月 R6.7月

７ 自転車～年齢層別死傷者数

●自転車乗用中死者のうち65歳以上が約７割 ●自転車乗用中死者の約８割に法令違反あり、約５割が頭部負傷
●ヘルメット着用率は前年比で3.5ポイント上昇

・うち法令違反あり
266人（82.1％）

・うち人身損傷主部位「頭部」
159人（49.1％）

〈参考〉ヘルメット着用有無別人身損傷主部位「頭部」
構成率比較【令和２年～６年合計】

ヘルメットの着用状況（街頭調査結果）

+3.5P

（％）

約1.7倍

（％）

（注） 警察庁が47都道府県で実施した令和５年７月の調査結果と令和６年７月の
調査結果を比較したものである。

（注） 自転車乗用中の死者・重傷者における人身損傷主部が「頭部」であった者の
構成率を比較した。

年齢層別自転車乗用中死傷者数（第１・第２当事者）
【令和６年】

死者数 65歳以上 225人（69.4％）

うち車両単独事故が66人（29.3％）
（前年比＋12人、＋22.2％）

死者数 合計324人

（人）

（負傷者数 合計64,103人）

負傷者数

死者数
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19歳以下

3件
0.6%20歳代

60件
11.9% 30歳代

63件
12.5%

40歳代

75件
14.8%50歳代

107件
21.1%

60歳代

95件
18.8%

70歳代

75件
14.8%

80歳以上

28件
5.5%

163
(57) 148

(57)
125
(51)

132
(40)

144
(38) 126

(45) 107
(49)

73
(31)

106
(36)

122
(36)

98
(34)

0

20

40

60

80

100

120

140

160

180

H26 H27 H28 H29 H30 R元 R２ R３ R４ R５ R６

※（ ）内は死亡事故件数

７－２ 自転車～飲酒運転
●飲酒運転自転車関連死亡・重傷事故は、近年はほぼ横ばいで推移
●年齢層別では、50歳代が21.1％で最多、50歳以上が約６割

飲酒運転自転車関連死亡・重傷事故件数の推移
（第１・第２当事者）

〈参考〉年齢層別飲酒運転自転車関連死亡・重傷事故件数
（第１・第２当事者）【令和２年～６年合計】

合計506件

（注） ・ 自転車が第１又は第２当事者となった事故のうち、自転車運転者が飲酒運転であった事故を集計したものであり、飲酒運転の自転車同士
  の事故は１件として計上した。以下同じ。

・ 「飲酒運転」とは、運転者の飲酒状況が酒酔い、酒気帯び、基準以下、検知不能のいずれかに該当するものをいう。以下同じ。

（件）

【飲酒状況内訳】 ※（ ）は死亡事故

・酒酔い ７件（５件）
・酒気帯び 42件（22件）
・基準以下、検知不能 49件（７件）

50歳以上
305件（60.3％）

（注） 飲酒運転の自転車同士の
 事故は、第１当事者の飲酒状 
況により区分し、１件として計
 上した。

（注） 自転車運転者の年齢層により区分して集計したものであり、飲酒運転の自転車同士の事故は、
第１当事者の年齢により区分し、１件として計上した。
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63件
55.3%20歳代

22件
19.3%

30歳代
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12.3%

40歳代
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7.9%
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1件
0.9%
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4
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28
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画像目的 通話目的

※（ ）内は死亡事故件数

７－３ 自転車～携帯電話等使用
●携帯電話等使用自転車関連死亡・重傷事故は、増加傾向
●年齢層別では、19歳以下が約６割

携帯電話等使用自転車関連死亡・重傷事故件数の推移
（第１・第２当事者）

（件）

合計114件

〈参考〉年齢層別携帯電話等使用自転車関連死亡・重傷事故件数
（第１・第２当事者）【令和２年～６年合計】

（注） 自転車が第１又は第２当事者となった事故のうち、自転車運転者の携帯電話、スマートフォン等の使用が要因となって発生した事故を集計した。
以下同じ。

19歳以下
63件（55.3％）

（注） 自転車運転者の年齢層により区分して集計した。
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１　概況（第１図，第２図）
国際道路交通事故データベース（IRTAD）が
データを有する 35 か国について，人口 10 万人当
たりの交通事故死者数（第１図）を比較すると，
我が国は 2.6 人であり，第４位に位置している。
交通事故死者数上位国及び主な欧米諸国（ス
ウェーデン，フランス，イギリス，ドイツ及びア
メリカをいう。以下同じ。）の人口 10 万人当たり
の交通事故死者数（第２図）の推移を比較する。
長期的な推移を比較すると，2013 年から 2022 年
にかけて，アメリカは増加傾向にあるが，アメリ
カを除いた各国は減少傾向にある。短期的な推移
を比較すると，2020 年頃から 2022 年にかけて，
我が国を除いた各国は減少傾向から転じて増加傾
向にあるが，我が国は引き続き減少傾向にある。

２　状態別交通事故死者数の状況（第３図）
我が国と主な欧米諸国の状態別交通事故死者数

の構成率（第３図）をみると，歩行中の死者数の
構成率については，我が国は他国より 10 ポイン
ト以上高い。自転車乗用中の死者数の構成率につ
いては，ドイツが最も高く，次に我が国となって
いる。また，乗用車乗車中の死者数の構成率につ
いては，我が国は他国より９ポイント以上低い。

海外の交通事故発生状況

2.1 2.2 2.4 2.6 2.6 2.6 2.8 3.1 3.3 3.4 3.6 3.7 4.0 4.1 4.2 4.3 4.6 4.6 5.0 5.0 5.0 5.0 5.3 5.4 5.5 5.6 6.0 6.1

7.3 
8.3 

10.0 
10.8 

12.8 

15.2 
15.5 

0.0

2.0

4.0

6.0

8.0

10.0

12.0

14.0

16.0
（人）

注　１　IRTAD資料による。
　　２　死者数の定義は事故発生後 30 日以内の死者である。以下，第６図まで同じ。
　　３　IRTADがデータを有する 35 か国の人口 10 万人当たりの交通事故死者数を左から小さい順に記載。
　　４　オランダは，実際のデータ（警察から報告された交通事故死者数ではなく実際の交通事故死者数）を掲載。

第 1図 人口10万人当たりの交通事故死者数（2022年）

※令和６年版交通安全白書より
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12.8（3,333）

1.0

2.0

3.0

4.0

5.0

6.0

7.0

8.0

9.0

10.0

11.0

12.0

13.0

2013年 2014年 2015年 2016年 2017年 2018年 2019年 2020年 2021年 2022年

人
口
10
万
人
当
た
り
の
交
通
事
故
死
者
数

アメリカ イタリア フランス カナダ ドイツ

イギリス 日本 アイスランド スウェーデン ノルウェー（人）

5.4（590）
5.0（656）
5.0（389）
3.3（832）
2.6（670）
2.6（1,249）
2.4（3.8）
2.2（104）
2.1（54）

注　１　IRTAD資料による。
　　２　（　）内は人口であり，単位は 10 万人である。ただし，日本の人口は総務省統計資料（各年 10 月１日現在（補間補正を行っていないもの。ただし，国
　　　　勢調査実施年は国勢調査人口による。））による。

第 2図 交通事故死者数上位国及び主な欧米諸国の人口10万人当たりの交通事故死者数の推移（2013年～2022年）

36.0 

11.0 

14.9 

22.7 

13.2 

17.4 

15.9 

7.1 

7.5 

5.2 

17.0 

2.3 

16.3 

16.7 

22.0 

20.3 

19.7 

13.8 

21.6 

42.3 

47.9 

46.1 

42.8 

31.5 

10.3 

11.0 

7.7 

5.7 

7.1 

34.5 

0 

11.9 

0 

0 

0.3 

0.5 

0 10 20 30 40 50 60 70 80 90 100
(%)

歩行中 自転車乗用中 二輪車乗車中 乗用車乗車中 その他 不明

日　　本
(3,216人)

スウェーデン
（227人)

フランス
（3,267人)

イギリス
（1,766人)

ドイツ
（2,788人)

アメリカ
（42,939人)

注　１　IRTAD資料による。
　　２　アメリカの交通事故死者数は 2021 年のもの。
　　３　（　）内は交通事故死者数である。

第 3図 我が国と主な欧米諸国の状態別交通事故死者数の構成率（2022年）
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３　年齢層別交通事故死者数の状況（第４図）
我が国と主な欧米諸国の年齢層別交通事故死者
数の構成率と年齢層別人口構成率（第４図）をみ
ると，０～ 14歳の年齢層については，いずれの国
でも，交通事故死者数の構成率（1.1%～ 2.8%）は
人口構成率（11.6％～ 18.3％）と比較して10ポイ
ント以上低い。65歳以上の年齢層については，

アメリカ以外のいずれの国でも，交通事故死者数
の構成率（27.0%～ 59.5%）は人口構成率（18.7％
～ 29.0％）と比較して８ポイント以上高い。特に
我が国では，65歳以上の年齢層別交通事故死者数
の構成率（59.5%）は人口構成率（29.0%）と比較し
て約30ポイント高く，他国と比べて差が大きい。

18.2 

13.0 

51.9 

16.8 

2.8 

16.5 

62.8 

17.4 

0.5 

アメリカ
（42,939人）
＜332百万人＞

11.6 

9.4 

50.0 

29.0 
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31.9 

59.5 

0 
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（3,216人）
＜124.9百万人＞

17.0 

10.9 
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21.9 

2.2 

13.7 

48.5 

35.7 

0 

スウェーデン
（227人）

＜10.4百万人＞

18.3 

12.6 

50.2 

18.9 

2.3 

19.3 

51.4 

27.0 

0 

フランス
（3,267人）
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52.4 
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2.5 

17.6 

52.6 

27.2 

0 

イギリス
（1,766人）
＜67.0百万人＞

13.9 

10.0 

53.9 

22.1 
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13.0 

48.3 

36.7 

0.1 

ドイツ
（2,788人）
＜83.2百万人＞

65歳～
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25～64歳

65歳～
不明

15～24歳
0～14歳

25～64歳

注　１　IRTAD資料による。ただし，日本の人口は総務省統計資料「人口推計」（令和４年 10 月１日現在）による。
　　２　外円は交通事故死者数，内円は人口の構成率（％）。
　　３　アメリカの交通事故死者数と人口は 2021 年のものであり，イギリスの人口は 2021 年のものである。
　　４　（　）内は交通事故死者数であり，＜　＞内は人口である。

第 4図 我が国と主な欧米諸国の年齢層別交通事故死者数の構成率と年齢層別人口構成率（2022年）
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注　１　IRTAD資料による。
　　２　（　）内は交通事故死者数である。

第 5図 我が国と主な欧米諸国の年齢層別・状態別交通事故死者数の構成率（2022年）

４　年齢層別・状態別交通事故死者数の状況（第
５図）
我が国と主な欧米諸国の年齢層別・状態別交通
事故死者数の構成率（第５図）をみると，０～ 14
歳の年齢層については，我が国は歩行中の死者数
の構成率が約４割であり，スウェーデン，ドイツ
も同様である。15 ～ 24歳の年齢層については，

スウェーデンを除いた各国は他の年齢層と比較し
て歩行中の死者数の構成率が最も低い。25 ～ 64
歳の年齢層については，我が国の乗用車乗車中の
死者数の構成率は他国と比較すると低い。65歳
以上の年齢層については，我が国の歩行中と自転
車乗用中を合わせた死者数の構成率は６割を超え
ており，他国と比較して高い。
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５　自動車走行10億キロメートル当たり交通事
故死者数の状況（第６図）
我が国と主な欧米諸国の自動車走行10億キロ
メートル当たり交通事故死者数の推移（第６図）
のうち，2021年の死者数をみると，小さい順にス

ウェーデン，イギリス，ドイツ，日本，フランス，
アメリカの順となっている。また，推移をみると，
2013年と2021年を比較して，我が国の減少幅が
最も大きい。
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注　１　IRTAD資料による。ただし，2022 年の日本の自動車走行キロは国土交通省統計資料「自動車燃料消費量統計年報（令和４年度分）」による。
　　２　イギリスはグレートブリテンのみ。
　　３　（　）内は自動車走行キロであり，単位は 10 億 kmである。

第 6図 我が国と主な欧米諸国の自動車走行10億キロメートル当たり交通事故死者数の推移（2013年～2022年）

 
 
18


	交通事故発生状況（表紙）.pdf
	（内閣府ページ番号削除・配置修正）修正【セット】令和６年における交通事故の発生状況について
	スライド番号 1
	スライド番号 2
	スライド番号 3
	スライド番号 4
	スライド番号 5
	スライド番号 6
	スライド番号 7
	スライド番号 8
	スライド番号 9
	スライド番号 10
	スライド番号 11
	スライド番号 12
	スライド番号 13

	海外の交通事故発生状況（令和６年版交通安全白書）



